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福島県内の線量調査結果の
と りま とめ 方 針 等

放射線医学総合研究所
日本原子力研究開発機構

個人被ぼく線■推計

塁合摯量:目金:量菫量‖‖跳

目の “解除"までに
年間被ば<線■評価を
実施

(都路行政局、都88
中学校教員)を想定
1年間の個人線■を

{3)空間線量率
から個人線量
推定の妥当性



個人被ばく線量推計の高精度化への取り組み (■ )
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個人被ばく線■推計の高精度化への取り組み (■ )
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空間線量率の実測(2)
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個人被ばく線量推計の高精度化への取り組み (1)
空間線量率の実測(3)一 航空機サーベイ結果との比較

個人被ばく線量推計の高精度化への取り組み (2)
空間線量率の屋内と屋外の比率

実測 (縦軸):室内の平均空間線量率 ÷対応する屋外の空間線■率

直が °1腰1尿寵遼習輝彰男轟賢する牌.       
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個人被ばく線量推計の高精度化への取り組み (3)

空間線量率からの個人
線量の推定の妥当性

作業者が個人線量計を装着
~5轟」 10=20分積算データ

個人線量計の計測値x灘在時間=
0.6～ 0。7X(空間線量率X時間)

フアントムに個人線量計を装着
長時間1‐3日間

一　

　̈
”　
”

■
■
一
口
，
■
●

025

020

窪0:6
●

妻o lo
ロ

-

鋼 L..c

―
二■,‐・“

-ム
'1競
…

需 ..`

卜
！
―
―
ヒ
］

∞

嘔

　

ｍ

。

行動記録から空間線量を推測

今後、係数の暮当棒葬綸評

詳細なデータ解析
追加調査を実施

個人線量計の計測値

…

=
0。6～0,7x(空間線量率X時間)

個人被ばく線量推計の高精度化への取り組み (4)
評価する地域の特定

(合子集落農事集会所)

行司沢林道

自宅B

＼
、
各 自動車通勤

(地見城多目的研修集会施設)



個人被ばく線量推計の高精度化への取り組み (5)
個人の行動調査

・ 代表的な年間個人被ばく線量推計
0 既存の調査資料活用
・ NHK国民生活時間調査など
・ 最新の公開データを使用

睡眠 (屋内)

仕事 (屋外)

家事 (屋内)

通勤 (屋外)

20 /o ? J{b\

今後の課題
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住民の年間個人被ばく線量導出の精度向上

詳細解析、追加調査
・ 空間線量率の屋内と屋外の比率データの充実
・ 屋内 (長い滞在時間)の線量率に寄与大

・ 姿勢が被ばく線量に与える寄与
・ 睡眠時
・ 車通動時の被ばく線量推計

地上計測データの充実、活用

個人被ぱく線量推計の妥当性検EI



(資料-2)

【機密性2情報】

くまとめの方向性>

① 個人線量計を福島県内の放射線場で用いて問題ないことの再確認

② 住宅内外、土地利用区分ごとの個人線量の実測結果

③ 上記②の要素を生活パタニンの動線で組み合わせた個人線量の試算値

④ 集団線量との道合性の確認

⑤ (参考)航空機モニタリング、空間線量(実測値)との比較

<お願い事項>

0 各測定場所での測定結果(測定条件を含む)は、共有願いたい。

O その上で、デ‐夕の取捨選択、加工を行う部分につぃては、都度両機関の

了解を得ることとする。

O まとめに当たつての技術的アドバイスをお願いしたい。

: '



【機密性 2情報】
惚 7輸

放医研/JAEA‐事1業による共同研究について

〇 これまで、国、福1島県、市町村を中心として空間線量が測定され、屋外 8
時間tホ造‐家屋内に10時間 (建物1による連藤効果により4割に低減さ―れる

と仮定).滞在:すると仮定の下、年間の被ばく線量が推計されてきた。一方、

市町村を中心に、実際に生活をする住民の個人線量が測定され|てきている。

○ これらの結果を比べると、一般に、個人線量は、空間線量による推計に
比べて低くなる傾向があるところ。一方、今後、住民の帰還に際して、対策

講じていくにあたつては、正確に個人線量を把握することが重要である。

○ こうしたことから、今回、以下の通り、様々な状況において、個人線量
をきめ細かに、正確に測定・推計する実証を行う。

①'生活圏内の定点における空間線量と個人線量 (人及びフアントムヘの装

着‐)を実測し、両者の相違を定量的に把握。【JAEA】
→対象地域は飯舘村、日村市、川内村。計 500データ。

→生活圏の定点としては、口畑、コンクリ建物、学校、住宅、山林等.

② 定点間の動線 (=「人の行動」)を生活パターンにより類型化し、空間
( .   線量と個人線量をパターンごとに組み合わせて比率を推定。【放医研】

→動線における組み合わせ結果の妥当性については、人が個人線量計を装着して確乱

これに加えt生活パターン別の人口割合を統計情報から推定し、それぞれ

の生活パターンにおける、空間線量に対する個人線量の割合を確認 (個々か

ら集日に適用した場合の比率の確認)。

(以 上)


